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令 和 元 年 9 月 2 5 日 

                             九 州 地 方 整 備 局 
 

令和元年7月18日から23日にかけての豪雨による災害の対策に緊急的予算措置！ 

～令和元年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費の配分～ 
 

  令和元年 7 月 18 日から 23 日にかけての豪雨により、災害を受けた地域にお

いて、年度内に緊急的に対策を行う必要がある、九州の国管理河川 2 件につい

て、災害対策等緊急事業推進費が配分されました。 

※災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事故が

発生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援する制度です。 

 

配分額 

 

災害対策（2 件） ［事業費］253 百万円 
 

〇筑後
ち く ご

川水系筑後
ち く ご

川 

事業内容：築堤工 L=200m、舗装工 A=620m2 など 

事 業 費：112 百万円 

 

〇嘉瀬
か せ

川水系嘉
か

瀬
せ

川 

事業内容：護岸工 L=300m など 

事 業 費：141 百万円 

 
【添付資料】別添１：第２回災害対策等緊急事業推進費 実施箇所（国管理河川） 

      別添２：執行地区個票 

≪問い合せ先≫ 
   国土交通省 

九州地方整備局 河川部 河川計画課 
課  長 小林 侑（内線：3611） 
           直通：092(476)3523 

 



筑後川

嘉
瀬
川

嘉瀬川水系嘉瀬川
・原 因 ： 令和元年7月18日から23日にかけての豪雨

・事業費 ： 約 1.41億円

・事業期間 ： 令和元年度

・実施箇所 ： 佐賀県佐賀市

か せ がわ か せ がわ

さ がさ が

第２回災害対策等緊急事業推進費 実施箇所（国管理河川）

第２回災害対策等緊急事業推進費（国管理河川） ： 約2.53億円

： 配分箇所

凡例

別添１

○ 令和元年7月18日から23日にかけての豪雨の影響で、災害が発生した地域において、
第２回災害対策等緊急事業推進費を充当し、災害対策を実施します。

筑後川水系筑後川
・原 因 ： 令和元年7月18日から23日にかけての豪雨

・事業費 ： 約 1.12億円

・事業期間 ： 令和元年度

・実施箇所 ： 佐賀県三養基郡みやき町

ちく ご がわ ちく ご がわ

み や き ぐんさ が



国土交通省

佐賀県三養基郡みやき町江口地先

112.0

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

（百万円）

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（筑後川水系筑後川）

ミ ヤ キ エグチ

１

別添２

令和元年７月18日から23日にかけての豪雨により、堤防法面の一部が崩
壊した。
今後の豪雨により、更なる堤防の法面崩壊による破堤のリスクを防ぐ必要

があるため、推進費を活用して緊急的に堤防整備を行うことで再度災害防
止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

チクゴ チクゴ

施行箇所

久留米雨量観測所

【位置図】

浸水想定範囲

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

【平面図】



国土交通省

佐賀県佐賀市大和町大字東山田地先

141.0

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

（百万円）

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（嘉瀬川水系嘉瀬川）

サ ガ ヤマト ヒガシヤマダ

２

令和元年７月18日から23日にかけての豪雨により、嘉瀬川の水位が上昇
し、河岸の一部が崩壊した。
今後の豪雨により、更なる河岸の崩壊による破堤のリスクを防ぐ必要があ

るため、推進費を活用して緊急的に河岸の護岸整備を行うことで再度災害
防止を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

カ セ カ セ

浸水想定範囲

第2次緊急輸送道路

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

被災時水位

計画高水位

対策後

別添２


	01_R1第２回推進費記者発表資料
	02_R1第２回推進費記者発表資料（参考）
	03-1_直轄河川_筑後川水系筑後川（佐賀県）修正
	03-2_直轄河川_嘉瀬川水系嘉瀬川（佐賀県）修正

